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歴史的経緯

第2期

第3期
大学法人化→ポスドク問題

科学技術ブーム

モード1からモード２へ

1945 終戦

新制大学院発足→大学院問題

大学の大衆化→オーバードクター問題



博士課程卒業者のうちの無業者の割合
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全分野

理学計

博士課程卒業者のうちの無業者の割合（青木健一）

「ODシミュレーションは正しかったのか？」
青木健一 , 2004



博士課程卒業者のうちの無業者
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全分野

理学計

博士課程卒業者のうちの無業者（青木）

統計上の無業者の扱い

「ODシミュレーションは正しかったのか？」
青木健一 , 2004
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職位別大学教員数の推移

出典：文部科学省「学校基本調査報告」より作成

注１： 本務教員のみ、1996年度を1.0としたときの指数。
注２： 括弧内は2006年度の本務教員数。
注３： 各年度５月１日現在の数値。 全体の数には学長、副学長を含む。

逆ピラミッド構造！

若手研究人材向けの大学教員ポストは余り増加していない。
大学教員全体に占める助手ポストの割合は、相対的に低下

10

大学教員のなかでの若手研究人材



応用物理学会男女共同参画委員会アンケート

多様なキャリア
の量的予測？



大学

企業研究所

企業

・ジャーナリスト
・ライター
・弁理士・弁護士
・ベンチャー
・コンサルタント
・解説員、広報
・プロジェクトマネージャー

教育分野

例示

ノンアカデミックポスト

行政 フリー 会社

アカデミックポスト

コンサル系

コミュニケーター

多様なキャリア
として想定される

職種例



引用！



大企業は難しい！
中小企業・個人が開発イノベーション

には寄与大（鈴木論文・澤論文）

企業の3割は、博士を増やしたいと希望

3割の企業と連携してロールモデルを！

7割以上の企業→博士を現状より増やす予定なし

博士を企業における技術力の向上の主戦力に！
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